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牛の壊疽性乳房炎の原因菌は Escherichia coli及び
Klebsiella pneumoniaeなどのグラム陰性菌によるもの
が大部分であり，その多くが甚急性乳房炎から重篤な症
状を引き起こし，予後不良の転帰をとる例が多い．グラ
ム陽性菌では Staphylococcus aureus及び Clostridium 

per fringensによるものが多いが［1, 2］，Streptococcus

属菌が関与する報告はみあたらない．一方，Streptococ-

cus属菌が関与する化膿性乳房炎は環境由来菌である
Streptococcus uberis，S. dysgalactiae，S. agalctiaeの
3菌種によるものが大多数を占め，一部の症例で S. bovis

が関与した報告がある［3］．
S. gallolyticusはかつて Streptococcus bovis biotype 

Ⅰとして分類されていたが，1990 年代に Osawaら［4］
によって，没食子酸脱炭酸活性を有する 1群が S. gallo-

lyticusとして再分類された．その後，S. gallolyticusは，

3 つの亜種（subsp. gallolyticus，subsp. macedonicus

及び subsp. pasteurianus）に細分類することが提案さ
れ［5］，さらに，かつて S. bovis biotypeⅠとされた菌
種は，S. gallolyticus subsp. gallolyticus（S. g. g.）に
一致することが示された［6］．S. g. g.は Lancefield抗
原型 D型に属し，bovis group Streptococcus属菌に区
分される［7］．本菌は人及び哺乳動物などの正常細菌
叢を構成する菌群で［8］，人に心内膜炎，髄膜炎，敗血
症を起こすことが報告され，大腸癌との関連も指摘され
ている［9-11］．動物では牛の化膿性乳房炎［12］，鶏
の敗血症及び心内膜炎［13, 14］，鳩及び七面鳥の敗血
症［15, 16］などを起こすことが報告されている．この
うち牛の化膿性乳房炎においては，旧名の S. bovisとし
て記載された報告はあるが S. g. g.の分離報告はみあた
らない．今回われわれは，黒毛和種繁殖牛が甚急性の全
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要　　　　　約

2012 年，沖縄県石垣市で 4歳の黒毛和種の繁殖牛が分娩後 7日前後から左後乳房が腫脹，硬結し，壊疽性乳房炎と
診断された．乳汁の細菌検査ではα溶血性グラム陽性球菌が 1.4×105CFU/mlで分離された．分離菌は API 20 Strep

及び sodA遺伝子を標的とした PCRにより Streptococcus gallolyticusと同定され，タンニン酸及び没食子代謝試験に
より S. gallolyticus subsp. gallolyticus（S. g. g.）と同定された．分離菌はペニシリン系及びセフェム系に高感受性，
アミノグリコシド系及びマクロライド系薬剤に耐性を示した．この報告は S. g. g.が分離された国内最初の牛の壊疽性
乳房炎症例である．
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ダマイシン，オキシテトラサイクリン，クロラムフェニ
コール（以上 SNディスク，日水製薬㈱，東京），エン
ロフロキサシン及びオルビフロキサシン（以上 KBディ
スク，栄研化学㈱，東京）の 13 薬剤について行った．

成　　　　　績

臨床症状：患畜は 2012 年 4 月 4 日に第 3 子を分娩．
4月 10 日に食欲廃絶と血液の混入した茶色水様便を排
泄するとの稟告により求診があった．
治療経過：第 1病日は体温 40.6℃，脈拍数 70 回 /分，

呼吸数 40 回 /分，左後分房硬結，第一胃運動減弱，茶
色水様便を排泄した．主訴より感染性胃腸炎を疑い，ビ
タミン B1 加リンゲル液，等張加リンゲル液，セファゾ
リン（セファゾリン注「フジタ」，フジタ製薬㈱，東京），
フルニキシンメグルミン（フォーベット 50 注射液，ナ
ガセ医薬品㈱，兵庫）を投与．第 2病日は体温 40.2℃，
脈拍数 70 回 /分，呼吸数 40 回 /分，眼結膜の著しい
充出血，起立不能を呈し，左後分房の腫脹（図 1）及び
乳汁の暗赤色腐敗臭を認めた．エンロフロキサシン（バ
イトリル 10％注射液，バイエル薬品㈱，東京），フルニ
キシンメグルミン，高張食塩注射液の頸静脈投与及び罹
患分房にセフロキシムナトリウム（泌乳期用スペクトラ
ゾール，ナガセ医薬品㈱，兵庫）を注入したが，その数
時間後に起立不能を呈した．そこで大腸菌性乳房炎によ
る SIRSを疑い，輸血（3l），デキサメタゾン（水溶性
デキサ注「KS」，共立製薬㈱，東京）を投与した．第 3
病日には起立可能となり，体温 38.7℃，バイタルサイ
ンは安定したが，罹患分房の腫脹，食欲廃絶は持続した
ため，輸液及びデキサメタゾンとオキシテトラサイクリ
ン（OTC注「KS」，共立製薬㈱，東京）の投与を行い，
罹患分房にはセフロキシムとグリチルリチン酸モノアン
モニウム（マストリチン，共立製薬㈱，東京）を注入し
た．第 4病日，元気及び食欲回復の傾向を認めるも罹患
分房の腫脹は継続し，前日同様の治療を行った．その時

身性炎症反応症候群（systemic inflammator y response 

syndrome : SIRS）を呈し，壊疽性乳房炎を併発した症
例に遭遇した．病性鑑定の結果，罹患分房の乳汁から本
菌を分離した．本症例は S. g. g.が分離された牛の乳房
炎の国内初の報告である．

材 料 及 び 方 法

発症牛：沖縄県石垣市の肉用牛繁殖農家で飼養される
2007 年 8 月 26 日生まれの黒毛和種雌牛．
血液生化学検査：第 2病日に血液を採取し，血液生化
学検査を行った．一般血液生化学検査については全自動
血球計数機（セルタックα，日本光電工業㈱，東京），
血液化学検査器（スポットケム TM，アークレイ㈱，京
都）を用い，血液ガス検査はポータブル血液分析器
（i-STAT 300F，扶桑薬品工業㈱，大阪）を用いて測定
した．
細菌学的検査：薬剤投与前の左後乳房の乳汁を採取
し，5％羊血液加コロンビア寒天培地（日本ベクトン・
ディッキンソン㈱，東京）で 37℃，48 時間，好気培養を
行った．分離菌株の同定は市販キット（API 20 Strep，
シスメックス・ビオメリュー㈱，東京）を用いた．

sodA遺伝子の検出：S. gallolyticusの housekeep-

ing遺伝子の一つである sodAの種特異的配列を標的と
した PCRを既報［17］に基づき行った．
タンニン酸及び没食子酸代謝試験：タンニン酸代謝試
験（＝定性的タンナーゼ試験）は，既報［18］の方法
に準拠して行った．没食子酸代謝試験（＝定性的没食子
酸脱炭酸能試験）は，既報［19］に準拠して行った．
薬剤感受性検査：分離菌について臨床検査標準委員会

（CLSI）［20］に準拠し，5％羊血液加ミューラーヒント
ン寒天培地（日本ベクトン・ディッキンソン㈱，東
京）を用いて，ベンジルペニシリン，アンピシリン，セ
ファゾリン，セフロキシム，クロキサシリン，ストレプ
トマイシン，カナマイシン，エリスロマイシン，クリン

図 1　左後分房の出血及び腫脹（第 2病日） 図 2　罹患分房の壊死脱落（第 20 病日）
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考　　　　　察

黒毛和種繁殖牛の臨床型乳房炎はきわめて稀少であ
り，国内では又吉ら［21］の Pasteurella multocidaに
よる報告があるのみである．今回の症例では全身症状，
罹患分房の腫脹，硬結及び暗赤色乳汁などの病態から，
当初大腸菌が関与した SIRSの可能性が疑われた．しか

点で治癒と判断し，その後経過観察を行った．第 20 病
日に罹患分房の壊死脱落を確認した（図 2）．
血液生化学検査：白血球増加症，核の左方移動，乳酸
脱水素酵素（LDH）及びアスパラギン酸アミノトラン
スフェラーゼ（AST）の上昇が認められ，血小板数
（PLT），総蛋白（TP），血漿グルコース（GLU）及びカ
ルシウム（Ca）の減少が認められた（表 1）．
細菌学的検査：乳汁から 24 時間培養でα溶血性コロ

ニーが 1.4×105CFU/mlで分離された．分離菌はグラ
ム陽性球菌で，カタラーゼ及びオキシダーゼは陰性だっ
た．API 20 Strep による同定の結果，コード No. 

5640573 で S. gallolyticus（98.9％ id）と同定された（表
2）．その他に Bacillus sp.が少数分離された．

sodA遺伝子の検出：sodA遺伝子内の標的領域と思
われる約 400bpの予想されたサイズの増幅断片が検出
された（図 3）．
タンニン酸及び没食子酸代謝試験：分離菌株は加水分
解型タンニンの加水分解能を有すること，さらにその分
解によって遊離してくる没食子酸を脱炭酸してピロガ
ロールに代謝することが確認された（表 2）．
薬剤感受性検査：分離菌株はベンジルペニシリン，ア
ンピシリン，セファゾリン及びセフロキシムには感受
性を示し，ストレプトマイシン，カナマイシン，エリスロ
マイシン及びクリンダマイシンには耐性であった（表 3）．

表 1　血液生化学検査成績

項　目 検査値 参考基準値＊

RBC（×104μl） 758 735±119 ＊
WBC（μl） 25,000 7,320±21,600 ＊
Stab（μl） 15,500 600～4,000 ＊
L ym（μl） 8,500 2,500～7,500 ＊
Mon（μl） 620 25～840 ＊
PLT（×104μl） 14.1 20.0～40.0 ＊
PCV（％） 40.0 40.2±4.2 ＊
TP（g/dl） 5.2 6.5～7.5 ＊
ALB（g/dl） 3.3 3.8～5.3 ＊
T-BiL（mg/dl） 0.6 0.17～8.55 ＊＊
GLU（mg/dl） 21.0 45.0～75.0 ＊＊
BUN（mg/dl） 22.0 20.0～30.0 ＊＊
CRE（mg/dl） 2.0 1.0～2.0 ＊
AST（U/l） 157.0 78.0～132.0 ＊＊
LDH（U/l） ＞2,000 435～1,449 ＊
Mg（mg/dl） 2.2 2.0～2.7 ＊
Ca（mg/dl） 8.6 9.0～11.5 ＊
P（mg/dl） 5.8 5.0～7.0 ＊
T-Chol（mg/dl） 99.0 80.0～120.0 ＊＊
pH（静脈血） 7.368 7.32～7.38
HCO3 －（mmol/l） 37.4 17.0～29.0 ＊＊

＊ 『家畜共済における臨床病理検査要領，農林水産省経
済局編（1997 年），全国農業共済協会』より抜粋

＊＊ 『獣医臨床生化学，第 4版，久保周一郎他監訳，近代
出版（1991 年）』より抜粋

表 2　分離菌株の API 20 Strepによる生化学的性状とタン
ニン酸及び没食子酸代謝試験成績

項　目 項　目

VP ＋ MAN ＋
HIP － SOR －
ESC ＋ LAC ＋
PYRA － TRE ＋
αGAL ＋ INU ＋
βGUR ＋ RAF ＋
βGAL － AMD ＋
PAL － GLYG ＋
LAP ＋ βHEM －
ADH － タンニン酸［18］ ＋
RIB － 没食子酸［19］ ＋
ARA －

VP : Pyruvate HIP : Hippurate ESC : Esculin 
PYRA : Pyrrolidonyl ar ylamidase 
αGAL : α-galactosidase　 βGUR : β-glucuronidase 
βGAL : β-galactosidase　 PAL : Alkaline phosphatase 
LAP : Leucine aminopeptidase 
ADH : Arginine RIB : Ribose ARA : L-Arabinose 
MAN : Mannitol SOR : Sorbitol LAC : Lactose 
TRE : Trehalose INU : Inulin RAF : Raf finose 
AMD : Starch GLYG : Glycogen
＋：陽性反応 －：陰性反応

M 1 2 3 4

408 bp▶

1,000bp→

図 3　参照株及び分離株の PCRによる sodA遺伝子の検出
成績
レーン 1：S. gallolyticus ACM 3611T

レーン 2：S. gallolyticus ACM 3546（乳房炎由来株）
レーン 3：陰性コントロール
レーン 4：分離株
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草食動物において濃厚飼料の急激な過剰給与は，消化
管内の S. bovisの異常増殖をもたらすことで腸内細菌叢
の不均衡を招き，その結果 S. gallolyticusを含む耐酸性
菌の増殖につながることが知られている［26, 27］．し
かし稟告では患畜には特に上記のような飼料の急変など
は確認されなかった．また，静脈血の pHは 7.368 を示
し，重炭酸イオンの測定値でもアシドーシスの徴候は認
められなかった．さらに発症は分娩後間もないことから
そのストレスによる影響も考えられたが，発症要因の特
定には至らなかった．
分離菌の薬剤感受性検査の結果，ペニシリン系及びセ
フェム系に高い感受性が認められたが，アミノグリコシ
ド系及びマクロライド系薬剤には耐性であった．
Nomotoら［28］の人及び動物由来の S. gallolyticus 66
株についての薬剤感受性試験でもペニシリン系薬剤には
すべての供試株で高い感受性が認められている．このこ
とから今後，臨床材料等から S. gallolyticusが分離され
た場合には治療の第一次選択薬として推奨できるものと
考えられた．今回，初診時にセファゾリンの全身投与を
行い，第2病日にはセフロキシムの乳房内注入を行った．
薬剤感受性試験の結果，セフェム系薬剤が分離菌に高い
感受性が認められたことから，本治療法は全身症状の改
善に有効であったと考えられた．

S. g. g.の病原性，反芻獣における保菌状況及び飼育
環境での分布などについて，今後さらなる症例及び調
査を集積し，解明していく必要があると考える．牛の臨
床型乳房炎の起因菌も多様な菌種が分離される可能性も
あることから病性鑑定における細菌検査において，本報
告が診断法の一助として寄与できると思われる．
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し，乳汁からはきわめて高い菌数の S. g. g.が分離され
た．
今回，分離株は API 20 Strepキットにより S. gallo-

lyticusと同定された．キットでは菌種名として S. bovis 

Iと判定されるが，注釈により公式分類名として S. g. 

g.が表記される．S. gallolyticusは以前 S. bovisの bio-

typeⅠに分類された菌で生化学的性状ではマンニトー
ル発酵能があるが，一方 biotypeⅡはマンニトールを発
酵しない［22］．今回の分離株もマンニトール発酵能を
有しており，S. gallolyticusの定型的性状を示した．

Devrieseら［23］は人や動物の感染症において， 
S. gallolyticusが S. bovisよりも病原性がより高いことを
示唆している．また，本菌が健康豚の扁桃から S. bovis

よりも高い頻度で分離される報告［24］もある．これ
まで国内においては S. g. g.による乳房炎の報告はなく，
また国外では当初 S. bovisと同定された株が，その後分
類学的研究の進展によって S. g. g.と再同定される株が
存在している．S. g. g.の同定にはタンニン酸及び没食
子酸代謝試験が必須であるが，乳房炎の起因菌検索にお
いては，詳細な同定を行うためには，今後重要な検査項
目になる可能性も示唆される．また S. gallolyticusを亜
種まで同定する意義としては，人に病原性のある S. gal-

lolyticus subsp. pasteurianusを同定することが公衆衛
生上も重要と考えられる．

Streptococcus属菌は菌体表面に病原因子である莢膜
多糖体が存在することで食細胞による貪食に抵抗するこ
とが知られている［25］．さらに S. gallolyticusの強毒
株には線毛が存在し，それが非病原性株との違いをもた
らしているとの仮説もある［11］．しかし，本菌の病原
因子については，依然として不明な点が多く残されてい
る．

表 3　分離菌株の薬剤感受性試験成績

薬　剤 薬　剤

PCG S EM R
ABPC S CLDM R
CEZ S OTC I
CXM S CP I
MCIPC I ERFX I
SM R OBFX I
KM R

PCG：ベンジルペニシリン ABPC：アンピシリン 
CEZ：セファゾリン CXM：セフロキシム 
MCIPC：クロキサシリン SM：ストレプトマイシン 
KM：カナマイシン EM：エリスロマイシン 
CLDM：クリンダマイシン OTC：オキシテトラサイクリン 
CP：クロラムフェニコール ERFX：エンロフロキサシン 
OBFX：オルビフロキサシン

S（susceptible）：感性 I（intermediate）：中間
R（resistant）：耐性
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Gangrenous mastitis associated with Streptococcus gallolyticus subsp. gallolyticus  
in Japanese Black Cattle
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SUMMARY

A four-year-old breeding head of Japanese Black Cattle showed swollen and palpable induration in its left rear 
quar ter, which was diagnosed as gangrenous mastitis, in Ishigaki, Okinawa Prefecture, Japan, in 2012.  An 
alpha-hemolytic gram-positive coccus was isolated from milk samples from the head of cattle with a titer of 1.4
×105 CFU/ml.  The isolate was identified as Streptococcus gallolyticus using an API Strep kit and PCR targeting 
sodA.  Fur thermore, it was found to belong to S. gallolyticus subsp. gallolyticus (S. g. g.) based on the degrading 
activities of tannate and gallate.  Antibiotic susceptibility tests showed that the isolate was highly susceptible 
to penicillins and cephems, whereas it was resistant to aminoglycosides and macrolides.  We here repor t the 
first case of Japanese Black Cattle mastitis associated with S. g. g. in Japan.
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